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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公開番号】特開2021-46939(P2021-46939A)
【公開日】令和3年3月25日(2021.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2021-015
【出願番号】特願2019-184827(P2019-184827)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｂ  39/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｂ   39/02     　　　Ｐ
   Ｆ１６Ｂ   39/02     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月12日(2021.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
雄ネジが形成されたボルト軸部、及び前記ボルト軸部の軸方向一端部に設けられたボルト
頭部を有するボルトと、前記雄ネジに螺合する雌ネジが形成されたボルト螺合穴を有する
ナットと、を備えるボルト締結具において、
前記ボルト頭部における前記ボルト軸部より径方向外側の位置を軸方向に貫通して形成さ
れたボルト貫通穴と、
前記ナットにおける前記ボルト螺合穴より径方向外側の位置を軸方向に貫通して形成され
たナット貫通穴と、
を更に備えることを特徴とするボルト締結具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
ボルト及びナットを締め付け後、穴に釘又はビス等を打込んで、その後の緩みを完全に防
止することを実現した。
その改善策として、可能な限りその緩みを防止する為に、図１は、ボルトの平面図と断面
図であり、１はボルト本体であり、２はボルトの断面図を表し３は穴を示しており、ボル
トを締め付けた後この穴に釘又はビス等打込んでしっかり固定できる。又、図２はナット
の平面図と断面図であり、前述と同様にナットを締めた後に、６の穴に釘又はビス等を打
込んでしっかり固定できるものである。
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